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CCL周波数に関連しての考察（補）題目
岬、

加藤隆夫著者

概要

PLA/95/3について、更に検討を望む声が大きいので、追試を行なった
結果を報告する。これは、安定位相の設定をマイナスの方向に大きく
して、捕獲効率をよくして、あわよくば４倍の周波数を採用出来るの
ではないかという考えのもとでの追試である。そこで､1296 MHz､972
MHzの二つの周波数を使って、１ノニアックの'性質をシミュレートし
た。
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CCL周波数に関連しての考察（補）

加藤隆夫

1.はじめに
PLA/95/３について、更に検討を望む声が大きいので、追試を行なった結果を報告す

る。これは、安定位相の設定をマイナスの方向に大きくして、捕獲効率をよくして、あ
わよくば４倍の周波数を採用出来るのではないかという考えのもとでの追試である。そ
こで、1296 MHz、972 MHzの二つの周波数を使って、’ノニアツクの性質をシミュレート
した。

2.シミュレーション
以下のシミュレーションを行なった。

３) Injection energy 100 MeV, Frequency 1296Ⅳ旧z, stable phase =-40 deg.
４) Injection energy 100 MeV, Frequency 972B雁Iz, stable phase =-30 deg.
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3.結果
図１に透過率を示す。図２に縦方向出力rmsエミッタンス(log scale)を示す。表ｌ

に100 MeVから150 MeVの夫々の'ノニアックのパラメーターを示す。
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周波岬、図1 600 MeVノニアツクの透過率。wl50f972.ph-30degは入射エネルギー150 MeV、
数972 MHz、安定位相-30 degを示す。wl00fl296.ph-40degの最大透過率は95%。
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図２縦方向出力rmsエミツタンス。

表１ １00 MeVから150 MeVのタンク構造比較。
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